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ンケート調姦」である。これは戯協の下部組織である生  

産組合を通して配布，回収してもらった。4つば菰野町  

頗協が53年3月に金iE組合夙を対象に行なった「虚業窓  

向綱避」であり，5つば同じく菰野町戯協が57年2月に  

行なった「組合員意向調姦」である。  

‡．鶴川原地区における機械等入と戯作某受姿詑  

遁．稲作経営における機械化の要因   

労働手段の商皮化としての虚業機械化の効果について  

は一般的に次のように生理できる。   

A）経済的効果  
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‡Ⅰ‡．戯作業委託関連要因と受委託の安定性  

IV．委託形態別稲作所得   

V．戯家の意向と戯作発受番託風絹の見通し  

虚業経常受賓託，戯作葉党費託は鹿家の兼業化と農業  

機械化の進展の申で，しだいにその歪みを増してきてい  

る。とくに米価の停滞もあり，階層分化が進みにくい地  

帯では臍貸借や経常受賓託の展開はそれほどみられない  

が，作業受委託については個別的，あるいは組織的にか  

なりの展開がみられる1）。この作業受委託の展開は多栗  

田に影響されており，その増減墨こついては可逆的な側面  

もみられる。そのため今後の稲作虚業の再編方向をみて  

いく上で作発受薮紀に深くメスを入れることば必梁不可  

欠のことに思われる。   

本稿では菰野町における事例を栄樹として，磯城噂入  

と受薮弘 寮詑戯家の特弓乳 委託関連要因と受委託の安  

定性，受託形態別の稲作所得，虚家の意向と受委託展開  

の見通しについてみていくことにする。   

利用する主な資料は次の5つの調姦によるものである。  

1つば49年8月，AMCへの戯作糞婆託戯家32戸に対し  

て行なったぎ…戯作菜賽託戯家経済調姦椚】である。2つぼ  

51年8月に戯作発蜜託鹿家調査の対象鹿家26声を食む38  

戸に対して行なった「黍託著戯家軌向調査」であり，こ  

れは稲作経常費，所得をも調べた。以上2つば訪問面接  

調査による。3つば同じく51年8月に菰野野鶴川原地区  

の金戯家（511戸）を対象に行なった「戯作兼愛委託ア  

‡．戯楽所絡   

の向上  

1．生産額   

の増加  

a．物的生産数の増加  

（戯場面療の拡大，単位   

面積あたり収蕊増加）  

b．品質の向上  

2．蟄用低減（労働吸塵性の向上）  

3．安定性の増加（適期作栄辱）  

4．集約的部門の拡大  

（機械化部門の省力効果）  

H．慮外所得の確保。増大（余剰労働力の利用）   

B）経済外的効栄   

1．労働軽減・作菜の簡易化  

2．社会的満足  

3．余暇の増大  

4．恋歌の近代化   

個々の戯家がどのような効果を期待して汲械導入をほ  

かるか，すなわち機械の導入登園は個別戯家がおかれて  

いる社会経済的条件やその意向によっても輿なる。   

日本の稲作作発の機械化は昭和40年代に完成し，昭和  

40年代の後半から50年代にかけて著しい普及をみた。菰  

野町鵜川原地区における稲作機械化もこの時期に進んで   昭和58年10月15日 受沼王  
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蛾烈であったこと。第5に，「隣りが買えばウチも」と  

いうムラの中の淡争窓織（借金してでもみんなと同じよ  

うにという窓徽は山梯性への強制ともみられる）による  

ものである。   

とりわけ鵜川原地区には戯機メ岬力鵬3社の販売店が  

あり，その売上げ実機は現下でも上位にランクされるほ  

どであった。その中で‡戯椀汲販売店が48年から50年の  

3年間に販売した戯機盈はトラクター117乱 餅紀機47  

亀 田枢機288台，l吏l脱当廷コンバイン110台（51年8月調  

避）の多きにのぼっている。このうち約3分の1が鵜川  

原地区内に販売されているという。このように戯鶴見の  

供給側の動きからみると第1嚢の50年2月から51年8月  

への磯城導入台数の大幡な増加】も首骨しうるものであ  

る。  

いる（第1表）。多くの個別戯家にとって稲作機械化の  

餃大の理由は戯外所得の稀保・増大のためであり，労働  

を軽減するためであった。をの他幾約的作目部門をもつ  

戯家の場合にはその部門にカを入れるために稲作部門を  

機械化して省力化することもあった。   

この時期塁こ機械化が促進された要因としては，第1に  

この間にほとんど全部の水口の圃場整備率発が完了し，  

水田への鶴城走行および作業が容易になったこと。箪2  

に，組織有機械に対する補助金政策，虚業近代化資金等  

の融資政策なとの財政的措置が消じられていること。第  

3に，昭和42年の盈作によって過剰基調になって以来，  

雛祭米価は抑えられているものの名目米価は上昇し，虚  

栄機械に対する相対価格はなお有利にとどまったこと。  

第4に，戯椀メーカーや戯協を食む販売膚の販売碗争が  

箪1袈 鵜川頗地区における虚業機械台数と作濃委託而硫の動向  
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注l）45吼50隼，55隼は巌基センサスによる。   

2）51年8月ほ「農作業受容詑アンケ鵬ト調餐」  （狼絆戸数d50戸書 50年センサス農家577戸）による帝  

3）52年，53年は菰野町戯協営戯綱窓による。  

∠i）5岬8軋 農作薬を詑i肩椿の（）内ほAMCの全受託面扱である。  
5）トラクタ・叫については，購年．50年は桝転機・トラクタ岬グ）うち10鋸J以上のものを，55年ほ歩行彗空   

以外のものを計上した侍   



戯作発案紀の経済絵像と緒黎因   

であろう。55年の鵜J【條地区の場合，田植機では49．9％，  

コンバインでは53．4％に及んでおり，この差が澄も／jヽさ  

い竹永地区の2倍前後になっている。蘭節で述べたよう  

に鵜川原地区は菰野町で義光に圃場盤確率楽が行なわれ，  

大型磯城が導入されるとともに，ニ次鰍こおいて戯作莱  

受託粗放ÅMCが形成されたところである。組織受託  

以外に個別相対受賓詑もかなりあり，また機械の共同利  

用率も相対的に商い。これらの要図が，この地区におけ  

る戯機具販売親等㌢の激しさにもかかわらず，戯概農の地  

域的な利用合理性を嵩めているといえよう。   

3．境港別，経営税桟別受輩託構造   

それでは，安登託がもっとも進んでいる鵜川原地区に  

おける受寮託のあり様について，アンケート調査からみ  

てみよう。何らかの作業を賓託している戯家政は206戸  

であり，盛計戸数の45．8％をおめている（第3袈）。一転  

ンサス数字と比べてみて，アンケート調姦の宋銭音卜良家  

には経常親株の小さい戯家がかなりあると思われるので，  

この委託鹿家率は爽態より低く現われているものと考え  

られる。   

さて賽託状況を経常規模別にみてみると，予想される  

とおり，規模が／j、さいほど委託戯家率は高くなり，50a  

釆溝層で62．4％をおめている。200a以上層の賽籠鹿家  

率36，4％が150～200a層の21．4％より高くなっている  

2．機械の共同利用と作累壁妻託   

個別戯家で磯城を所有しないで戯業機械化の利点を寧  

受する方法は2つある。1つは共有による共同利用であ  

り，2つは戯作莱の受委託である。いずれも個別所有に  

よる個別利用が機械利用の経済性からみて不利であると  

いう温故にたっての対応である。盤遮技術が著しく進ん  

だとはいえ，その技術が個別経営を統廃合していくカに  

限界がある状況においては，共同利用や受黍託などの地  

域的組織化がなされるかどうかによって，地域的経済  

性・地域的な投資のムダの排除の襟度が変ってくること  

になる。この点を菰野町の当落例からみてみよう。   

麓2叡は菰野町における地区（旧村）別虚業機械導入  

率と利用戯家率の勤r∈qを示したものである。個人有畜数  

と共有台数を水稲収穫戯家放で険したものを戯業機械導  

入率として地区別にみてみると，橙効によって多少興な  

るが，竹永地区が澄もl拓く，55年では70数％を示してい  

る。次いで千陸地区であり，鵜川原地区はトラクターーこ  

そ51．1％であるが，田植機48．1％，コンバイン43．1％は  

食も低い導入率である。しかしながら，利用戯家率をみ  

ると竹永地区と並んで，‡舅横磯。コンバインは100％に  

近い数倍を示している。   

磯城導入率と利用鹿家率の差ば零細戯排の下では戯機  

具利用における地域的倉敷姓を示す心拍櫻と考えてよい  

擁2表 地区別戯米機械導入率と利用戯家率の勒肉  
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注1）成業センサスによる。   

2）導入率は個人有台数と基有否数の合．汁を水馴父権駿家数で険したもの。   

3）利川合薫ま互性ほ利用麓竃ミ率山j隼人ヰ圭で示す。   

∠l）トラクタ岬は50年センサスでは10馬力以上のもの、55i】ミセンサスでは歩行型以外のものを針l二した。   
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鐸3袈 銀落別，経常規模別作業賓託戯家数  
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による   

2）金城械作業委託は糾起・代かき，仁粧値，‡防除，収穫，乾燥御製のすペての作業せ登闇したもの  

のは，養豚や茶等のより袋約約部門を盗作目とする尊業  

的段家が，稲作を委託して主作目部門に経営努力を条申  

する傾向がみられるためである。戯薬機械の導入率ばこ  

の賓紀戯家率と完全な対照をなしている。150～之00a層  

は，トラクター88％，田植機93％，コンバイン91％を示  

し，なおほとんど自己完結的な稲作経営を行なっている。  

次に集落別にみてみると，賓経済家率が25．8％の地底  

と59．6％の徽訪の間には2倍以上の差がある。また委託  

戯家率が高いとこるで金磯城作来賓託や箔負耕作も多く  

なっている。委託戯家率が商いところで戯莱機械の導入  

率が低いという傾向は同じようにみられる（第4袈）。  

問遊ばイ以たような平坦稲作地帯の隣り合った災落瀾でど  

節4表 幾落別段業機械導入率  
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戯作発案紀の経済翰溜まと渚要因  

うしてれこぼどの差が生じるのかということである。両  

極の池底と取説だけについてみると平均経常規模の大き  

い地底ではで法るだげ白分でやろうとし，規模の小さい  

級紡では機械を導入してやるより委紀に出す方が経済的  

と判断したのではないかとの繋推が成り立つ。しかしな  

がら平均線償規模があ浸り途わない池應と川北，および  

吉沢と下村においてもかなり対照的な動きを示している  

のである。地底については，51年8月時点で基落のほと  

んど金部の戯地の閻場数庸が行なわれていないことが，  

なお自己完結的な稲作を続けさせる仙償因になっている  

かもしれない2）。また戯外所静ランクの商いところほど  

家紋戯家率が渇い傾向がみられる。その他集落の気貿  

（個別化志向が強いか共同化志向が強いか），AMC社  

風の出身集落（川私 訊已紡，犬強隊，蕾沢）といった人  

的，社会的要因も関係しているのではないかと患われる  

が，その関連性については明確にできない。ここでは個  

別戯家を方向づける一つのカが俵落にあるのではないか  

という点に注目してお堂たい。  

H．戯作峯黎託農家の特徴  

凰．繁託構造   

ここでは戯琴調速にヨ凱、て，欄別鼻体約な委託戯家の  

賓託状況や意向についてみてみよう。調査対象戯家は49  

年にAMCへ姿託していた川北，下村簸落の脳家の申  

から金磯城作濃密詑彪家（Tタイプ）12戸，部分作業黍  

紀戯家（Pタイプ）20戸が任窓に選び出された。賓託鹿  

家の平均値，代数楢を求めるというよりも，委託農家の  

傾向あるいは緒傾向を明らかにすることを主目的として  

関釜を行なったものである。   

まず虚業磯城所有と作業班託の関係についてみよう  

（以下第5表参照）。機械を持っていない当該作菜を薮紀  

しているのが多いのは当然であるが，1，2，4番腱家の  

ように械械を所有しているにもかかわらず，作糞婆託し  

ている場合がある。これは，規模が比較的大貴いのに対  

して虚業労働力が過小で対応できない（1番虚家）とか，  

基盤数備緻後で水田が不整地であるため大型トラクター  

で作業して欲しい（4，㍊，25，29番鹿家）というもの  

である。後者の戯家は51年時点でほ桝超。代かき作業は  

自分で行なっている。   

部分作業賓紀が多い作業部門は規模の経済性が大望い  

と考えられる常軌 防除，乾燥調製（カントリ岬エレ  

ベーター）揮発である。桝起・代かき作業は49年はまだ  

かなり賽託が多いけれども，51年になると16戸の作業委  

託戯家のうち9戸が桝寂機や新しく購入したトラクター  

で作業をし黍紀を止めている。   

次に委託理由についてみると，労働力不足が絵画答数  

（整復回答33）の64％を占めている。そのうち12％（4  

戸）は餐豚，茶等にカを入れるために稲作を婆託してい  

る。次いで，「基盤数備直後で水田が不亀地のため」「機  

械購入よりも賓託の方が安上り」がそれぞれ12％をおめ  

ている。この他「倣笛が得られる」（2戸）など贅紀先  

の技術に依存した理由が12％となっている。   

虚業経営の将来との関係では全体の85％が現状維持と  

答えている。そしてその方法は，Tタイプは全面作紫賓  

紀 くAMC では金機械作業賓託をこのように呼んでい  

る）とし，Pタイプは主要な作業を賽託してと答えてい  

る。縮小ないし廃止と答えた戯家は3戸（9％）である。   

2．就業および農薬経営の変化   

就業状況についてみると，TタイプとPタイプの蓋が  

明瞭にみられる（第6敦）。T タイプの虚業従軍魔の平  

均年齢は男子52戌（Pタイプ43戚），女子50歳（岡48戌）  

と高く，総鹿菜従事目数124日はPタイプの半分である。   

主な家劉・の支持者という食味での「憮静養」の平均年  

紛はTタイプ42戚であり，pタイプ48歳に比して6威  

若い。Tタイプの飽外就来光隠‡ヨ営紫2名，日給月給  

で土地改良区へ勤めている1名を除くと，安定した月給  

制の勧めについている。これに対して P タイプの位帝  

王の場合には中途採用による日給月給制の磁用が13名申  

9名をおめている。平均的な戯外就業時瀾から恍禅室の  

戯外就菜呼鈴を計鯵してみると Tタイプ30威，pタイ  

プ41威と10歳の開きになっている。これは翔平均年収の  

差ともなって現われており，Tタイプ193方円に対して，  

Pタイプは124方円である。   

次に嚢の戯外就業についてみると就業率はTタイプ  

42％，pタイプ40％とほとんど変らないが，平均年収は  

Tタイプが109万円でPタイプの60方円を80％上回って  

いる。その他の就業者は1名を除く両タイプの17名が20  

頗台であり，ほとんどが安定的な激発についている。と  

くに〕P タイプの場合，これらの家の後継者が世帯主に  

なった呼，一一部作米の賓紀のみで虚業経営を維持してい  

くかどうかば疑問である。これらの点については石田氏  

が虚家の就業行動に関する研究において含魔のある鮮明  

を行なっているa〉。   

委託駿家の昭和40年から49年の土地移動についてみる   
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作業姜託とし，あぜシーl、はりやひえ抜藷は人を磁用し  

て行なっている。このように土地売却を1つのバネとし  

て巧妙な転業（なお小段地を残しているものの実質的に  

も窓織的にもほとんど脱虚している）を成し遂げている  

のは鵜川原地区では例外的であろう。とくに部分作業委  

託戯家の場合には，土地売却の経験があっても，戯外所  

得も未だ安定しえず，息子樫代が段外所得で家計を十分  

支えられるようになるまでは虚業部分がなお不可欠であ  

ると思われる。  

重畳i．戯作峯姿詑閑適要因と受軍紀の安定性  

鼠．贅託棍遊的要因と委託抑制。廃止的要因   

鹿家が戯作莱を賓託するか，賽託しないで自分で行な  

うかば多様の要因がからみ合って作用しており，個々の  

受委託ケースにおいて嘉な作用要因が興っていることが  

多い。衆愚調査の経験から受萎籠に関係していると思わ  

れるものを．漁ペてみたのが第7嚢である。   

個々の要因は必ずしもそれ巨l体で戯作茶寮託関連要因  

になりうるというものではないが，他の条件が等しいと  

き委託促進的に作用するか，それとも賽籠抑制的あるい  

は委託廃止的に作用するかを示したものである。まず基  

盤整備についてみると，来装備よりも楽儲済の方が委託  

と，この間に圃場笈梯率楽が行なわれたこともあり，か  

なり変動がみられる。経常水耕が増加しているのはp  

タイプに多く，その原因は開場整欄義経紫の際に畑を水l月  

に変換したものが多い。16番戯家のように槽入れによっ  

て水田を106aから166aに拡大し，さらに将来も稲作  

の拡大意欲をもっている戯家もある。経常水田が減少し  

ている粉食は売却もしくは倦人他の返還である。この9  

年間に土地を売却した戯家は10戸（調査戯家の31％）に  

のぼっている。このうちいくつかば隣接四日市7附こおけ  

る戯地転用の代替地覇粟に答えたものである。これらの  

戯家が将来の意向において，土地売却による経営縮小と  

は答えないで，現状維持と答えているのほ興味のあると  

ころである。   

地価がより商い都市虚業地静においてすら，結晩 稲  

気，戯外覇業資金等まとまった褒金が必要となる以外は  

なかなか土地売却をしないものといえる。10番戯家はそ  

の例外的な存在である。世節義が身体上の都合で虚業が  

で望なくなって王Ⅵ和38句りこ菰野倦用金種に勧めてから，  

翌39年には寮も土地改良区に勤めるようになり，l司じ年  

に緋作不便地の30aを120方円で売却している。その後  

44年にはさらに55aを600方円で売却し，息予穴蘭の喫  

茶店開業資金に当てている。残った水田 35a は金機械  

節7末 位作業姿託関迎賓因  

～ 

忘㌻－一′～塑禦   

基 盤 豊 備  

委 託 促 進 的   

基盤腰愉済  
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鹿業労働力の存詭  

刷．量1月   土  地  

◎成業労伽力の戯外流出・喪失   

老齢化  労 側 力  

機 械 施 設  
◎機械を渾沌■していない   

機械価格の上孝ぎ・   

0低料金   

】川寧  

0技術への搭糖（健苗の保…毎1三）   

基約作鉦への尊㌣化  

高科金  

銅乱雑   

適期作業がで凛ず   

個別複合線営化  

選択的  

（政策的）  
苓i托 作 業  

営 依 形 態  選択的   

社食（価値）倉哩性悪滴が強い  

0対抗葱級・平等蕊徽が強い   

（共同態的粟衆の残存大）  

妻0経済合均ま性志向が強い   

・ ●・．   ∴ ．．、・  選択的  

ぎ  

技）◎印は強く倣いていると思われるもの．0印はかなり撒く鋤いていると思われるものである。   
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促遜的である。来盤燐地区では機械が入りにくく作業の  

受挙が少ないことを示している。基盤怒輔が行なわれる  

過程からみると渡備寓彼の，特に桝超。代かき作業は大  

型トラクターを持つ組織に一括姿託する事例が多い。し  

かし2，3年経て閣瘍が安定してくると‡ヨ分で作業を行  

なうものがかなりいる。   

土地については経営面概が小さく，適作距陳が遠く，  

湿田琴土地条件が劣るほど婆託されやすい。労働力につ  

いては，餞業労働力が塵外流出したり，死亡したり，あ  

るいは老齢化した場合に寮託が多くなっている。不況や  

定年退職による虚業復帰により，賽籠が廃止されること  

もあるが，浸れである。この労働力棄転酌ま委託安国のな  

かでも最も形容が大きい要因の1つである。   

次に械械施設については，機械施設を所有していない  

ほど委託が増えやすいのはいうまでもないことである。  

磯城の小型低廉化 光栄所得の増大をこよる購買力の上靴  

販売娩争等により，虚業機械の普及率が飽和状態に近づ  

くと賓紀は減少する。   

また，賓託作業は，作楽料金が安いほど，壮挙が丁寧  

であるほど，稲作技術への檜頗（とくに健笛の保証）が  

あるほど増え，料金が高く，比率が粗雑で，適期作業が  

できないほど減少する傾向にある。   

施設園芸や施設型番威などの索約作目への軍門化が遊  

む場合には，稲作部門を作業薮紀あるいは経常委託する  

場合が多くなる。反対に個別複合的露営を意向している  

場合には稲作部門も‡要用三することになる。   

股後に経済社会窓漁にかかわる要因である¢ 百らの経  

済行為に計算合理性を濱徹させようとする経済合理性志  

向が強くなり，自らの経営面療，蕊点作目，機械化の劉・  

算合理性等から委託が有利となれば蜜紀が進む。反乱  

隣家に対抗したり，隣りと同じようにしたい，あるいは  

あの家は磯城も買えないのかと思われたくない，といっ  

た社会（橘倦）食ま劉生志向が強い場合には賓籠が抑制さ  

れよう。ムラ社会における共同憩的要素の残存度合が大  

凄いほど社会合理性志向が強く現われ，共同態的安来が  

浮れ 個別化が遊むばど経済合理性志向が強く現われる  

ように思われる。しかしここで注意すべき点がある。そ  

れは社会合理性志向が強くて賓紀が抑制されるとしても，  

それは家託に伴う経済合理性の程度が大きくないと判断  

されていると考えられることである。曽分で磯城を隣人  

して作楽を行なうれ 委託するかの損得は鹿家経済会体  

からすれば部分食理性にすぎないことである。それが賓  

託に結びついていくには，第1に，賓紀の方が藤済的に  

有利な爽漕があり，かつ個別に経済計算が行なわれるよ  

うな経済合理性が身についているか，節2に，委託とい  

う部分食理性が戯家経済会体の合理性に湛結している場  

合であろう。後者はたとえば遊楽労働力の腱外流出に伴  

う賓託の場合である。   

急．構造的要因と選択的要因   

以上にあげた委託費1義を粟因の特使から，大ガ馴こグ  

ループ分けしてみると大きく構造的なものと選択的なも  

のに分けられる。ここで構造的なものとは，個々人の意  

思や努力のみで短期的には変えがたいもの，しかし制度  

的粂他 地域約まとまり，発展的条件によって変わりう  

るものを含んでいる。なお，基盤整備の開始時は，劉凝  

綴や小型トラクターを所有している場合ですらしばしば  

掛場が不賂地で石筍め爽雑物が多く，級投路傍串梁とi司  

時に導入されている大型トラクター等に作業委託するこ  

とがある。しかし，岡城が安産してくると委託をとりや  

める鹿家がかなり出てくる。また，機械導入との関係で  

みると，機械化の初籾，あるいは中期段階では機械を  

持っていない層の委託がありうる（とくにはっきりした  

受託層が形成されている池澤では）が，機械の中古市場  

等も活発になり，一層織機の普及度が進むと番託を取り  

やめる戯家が現われてくる。これらば構造的というより  

一過性的な要因であるb機械所有と委託の関係について  

みると，挽城を持たないで寮託していた戯家が，機械を  

所有するようになって委託を止めたが，機械の更新期に  

至って今度は機械をもたずに再び賓籠をするということ  

がありうる。   

次に選択的といえる要因についてみてみよう。これは  

賓籠作業については作業を行なう賓紀者の方針や姿勢に  

よって，常戯形態や経済社会悪故は委託者の方針や志向  

性によって委託促進的になったり，抑削的になったりす  

るというものである。選択的菜園はいいかえると経常的  

要因ともいえ，山定の構造的条件の下においても，委託  

者，受託者の志向により賓託鼠の増減に結びつきうるも  

のである。   

3．受肇託の安定憶   

受紀者が受託を営発とし，あるいは自己の経常の山部  

門として確立しようとすれば，受託汲がかなりまとまり，  

受蜜紀関係が安定化する必要がある。受軍紀関係安定化  

の薯閣は委託促進的な寮因とほぼ蕊なる。賓託者が多く  

なるような構造変化，とくに安定光来化や尊作化が進み，   
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えない10％）である。この他受託者が何らかの事櫓で受  

託をことわって滋たという場合もありえようが，ここで  

は表面化していない。委託料金が盲馬すぎるからといって  

変更したのはわずか8％にすぎない。通常にいう倦相性  

が問題とされるのもこの辺に理由があろう。受託者は，  

民法の委償行為の受任者の注窓洩務「賓良ナル管理者ノ  

注窓ヲ以テ」を要求されていると考えられるからである。  

しかしながら，ここで作業精度や適期作業を檜頼性と呼  

ぶも，それらが翻蔽における補根の程度や収盈に関係し，  

究極的には収益性にかかわっていることを見落してはな  

らないだろう。   

賓託先の変更方向と変更至温由には特に‡∃立った特徴は  

みられない。個人に賓託していてもグル…プに委託して  

いてもこれだけ凌託先の変更が生じるということは，賓  

託潜が作業寮託の枚挙の出来ばえに対してかなりデリ  

ケートであることを示すに十分である。それだけに受託  

者にとっては「良い枚挙」をすることが，観客を引染付  

け受委託を安定化するために蚤棄となる。それにしても  

このような高い委託先変更率は社会関係が個別化し，機  

能化していることを示すものといえよう。   

なお作濃賓紀を取り止めた鹿家は45戸であり，作業番  

籠をしていた腱家に対する比率は18％となる。その理由  

は機械軍人39％，圃場整備終了26％の2つで65％と約3  

分の2を占めている6）。  

稲作部門所得を必衷とせず，稲作作業を大儀と考える戯  

家が増えれば，受委託関係はより安定化しよう。また，  

受託者からみると，受託が経常として成り立つような条  

件，基盤搬磯が済み，受託蘭緻が多く，受託地が集団化  

しているほど安定度も商いといえよう。   

作業受寮籠は経営受委託に比べると受賓籠関係がより  

変動的であるといえよう。経常受委託においても水田利  

用再編対策の駄作奨励金との幽係により，一皮委託し  

ていた戯地を引き上げてl瓢作するという例もみられる  

が4），どちらかといえば不可逆的な変化（自作細か寮詑）  

を示している場合が多い。しかしながら，作業受委託の  

場合には，基盤怒備の過程や機械の導入，更新期等によ  

り委託・委託廃止が可逆的でありうる。そのうえ，作業  

受託者，委託者双方とも兼紫，虚業の所得の高さ，安定  

度において今山歩という戯家層が多いため，欄格（委託  

料金）や何級性など個別に興なりうる経営的な要因に  

よっても受委託の安定化が左右されることになる。   

この点を受寮託アンケ…ト調塞からみてみよう（麓8  

袈，第9表）。戯作菜の蜜託兜を変更したことのある戯  

家は爽に60戸あり，賽籠鹿家総数に占める割合はヱ9．1％  

にもなっている5）。委託先の変更方向はグループ（これ  

は主に前記のAMCを指す）から個人が46％と敢も多  

いが，個人から個人また個人からグループも各23％づつ  

ある。変更理由については「仕召蛋の精度」が澄も多く  

59％，次いでその他が29％（とくに適期作業がしてもら  

第8教 典落別，  理由別蜜紀先変更方向  

仕
事
の
精
度
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注り 昭和51年8軋 受黎詑アンケート綱査による   

2）委託兜を変更したことのある胞衣ほ60戸（変更率29，1％）であり，そのうち変更加古きを紀  

入している鹿家56戸，さらに変更朝地が記入してある戯家ほ購戸であった。   

3）偶は個人，Gはグルふプを示す倉   

4）委託兇変更卿ま∨】の「そ・の他」川戸のうち5戸は「適期に作嚢がしてもらえないため」と紀  

入している。   
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節9袈 戯作発寒託兇変更軌お（菰野町鵜川頗地区）  

睾＝！l．5  0．5Ila＝）．5   

…・    一・・  i   2 ‡ 0  

ー1．（1  

0  

1  

明！由  

芸慧誓芝が嵩すざる要喜  ＝；  
1）   ：川  

1       ；十≡…十≡  

性尊け）純度  巨 7 巨 12  

委託凝血農家  22 i 2 宴  3    ∠】5  

注り昭利51年8礼 受寄託アンケ叫ト調究による   

2）隠作業凌凝凍灘川やめた偽凝明ヰ鳥牒由は，機械導入（39％），圃場  

（18％）であった。  

稲作所得に関する調査は50年産米に関して調義教によ  

る聴き取りで次のように行なった。まず，稲作粗収益は  

総生産盛に平均米価1機15，300円を乗じて求め，副産物  

は無視した。稲作経常費については個々の項目あるいは  

品目について，敦盛を聴きとり単価を発じて求めた。経  

常費の31％を【短める減価償却費は取得価額から残存価額  

を差し引いたものを法定耐用年数で除して求めた。この  

場合現存機械が法蔑耐用年数を越えている場合には当該  

年度までの衆耐用年数を用いた。家計および他部門にも  

使用されている蟄用項目については稲作使用分を按分す   

る。これを委託形態別に俵許したのが第10教である。鯛  

整備終了（2（；％），料金が高い  

貰Ⅴ．委託形態別稲作所得  

凰．委託形態別稲作所得   

昭和51年8月に行なった「委託者戯家動向調査」は，  

4鋸F8月に行なった「戯作発委託戯家経済鯛避」の対象  

鹿家のその彼の動向を知るために行なったものである。  

51年8月の調遊ば，前回調査鹿家32戸のうち脱戯や調査  

不能鹿家を除く26戸とAMCの社員＝名（当時の常雇  

1名を含む）にさらに防除，乾燥調製のみ黍籠の自立経  

常鹿家1戸を加えた38戸に対して行なった。稲作所稗羽  

姦の集計は薫劇不能の1戸を除く37戸に対して行なった。  

箪10敦 番託形態別稲作所得（昭和50年〉  
1
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732、721巨 286  5．1  28（〉，237裏！）4，23（；  
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36，ノま13i（汀，225  6．8≧103，639  
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∠】3，77（；  

48，006  

ノ柑，086  

55，13ノ箋  

全機械作業委託  

部分作業黎；托を  茎6．7室 川：う，1dl  

＝   ：‥ ・ ・・－  83、72（）巨 58，J13  洞餐巌家平均  
－ 

－－、‥ ．．．・・  ‥   ∴   
叫－h‘‘ γ榊肌H州  
112、3d5喜 5．07：う  三組損平均  

AMC祉を温故家11j雪，全機械作業章純農家8戸，部分作  注1）昭利51年8軋 委託者麓家動向調査による。  

業委紀巌家18戸である。  

2）AMC社員麓家は全機種灘髄倭凝をしているが，寄託料金は内部料金として準爾（10aあた1）13，000   

l品11になっているので分離した。  

3）その他にほ汲薬軌 光熱動力軌 諸相組軋應基用被服軋 水利懲，災客保険料を含む。  

Jl〉三濃坊押均は昭榔0年産米米鮎毅饗調剤柊鵜劉・（65戸）より作成する。災割即灸料は馴引こ含まない。  

5）農外所揮は回答鹿家の平均（上紀よl）10，G，12戸）である。   
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釜虚家は当初AMCへ作業賽託している人のゃから任  

意に洗剤一的な手法によらないで選んでおり，経常規模か  

らみると上位偏向しているが，でてきた結果魔みると形  

態別の特徴を示しているように思われる。   

ÅMC祉忍ば乾燥調製・防除作業を除く全機械作灘黍  

託料金が内部料金として半額をこなっているため，10aあ  

たり稲作所得は山番高く67，225円になっている。金磯城  

作栄華託鹿家の10a あたり稲作所得は49，086円で山番  

低い。経営費も少ないがそれ以上に生産盈が少なく組版  

議長が10a あたり92，861円と少ないからである。平均線  

常面櫓は65a と少なく，家族人員，腱外所得も少なく  

なっている。部分作業車籠戯家の10a あたり稲作所得  

は55，134円であり，ほぼ網姦鹿家の平均を示している。  

三麓県の米生産費鯛姦彪家平均の稲作所揮（68，414円）  

と比べると，賓詑者戯家の平均で約1万円低い。その原  

因は第1に，10aあたり収幾が0．6依低い。擁傾整備後  

年数を経ていない水田も多く，飴魔力が同夜していない  

（平年収蕊7．0～7．5依）ことが叫園である。費用面では，  

その他に含まれる蟄用のうち土地改良数礫粟などが委託  

者農家調儀では釆計上なこともあって三盈燐も平均より  

5，718閏少ないが，肥料憩および盛典費と作業委託料金  

を加えたものが多くて経常蟄としてはほぼ同じ覇になっ  

ている。機械（プラス労助）と作紫委託はほぼ代替関係  

にある。作糞婆籠料金には労働肇部分が含まれるので，  

○反収7依以I 

△j又収6俵以ド  

XむMC社員揖牒  

A 全機械作、装妾盲…ノ仁政竃ミ  

0 部分作業登紀飽嚢  

川
a
あ
た
り
稲
作
所
得
は
 
 

〉F芯ノ】．161鵬0．202x  

r霊血0．3dO   

」二二こ∴＝＝   

（5％で有意）  

1方円  2  ：う  ま  3  

招8あたり段英傑＋作業登記料愈  

節1図10aあたり稲作所得と鹿島牽＋作業筆洗料金の相関   



戯作菜姿託の経済翰理と鰭登瀾  15  

小規模戯家は機械に過剰投資をして戯風饗を高めるより  

も作業賽託した方が有利だといえても，それがどの程度  

の規模までかが間濁であろう。   

2．作寮費託の経済性   

戯家が作業委託をするかどうかば前項でみたように  

多様の姿園に彩啓されている。ここでは，そのなかで  

委託の寓接的な経済的蟹田のみについて考察してみよ  

う。   

稲作経常を行なううえで励も大きな経済的関心は経常  

剰余としての稲作所得であろう。10aあたり稲作所得と  

稲作経常費の51％をおめる10a あたり農為栗」一作薬賽  

籠料金の相l娼図は第1図のとおりである。r＝ニー0．340で  

やや負の相関がみられるが，これはAMC社員戯家が  

内部料金として金城械作業料金を半額（50年13，0∞閂）  

にしている影響がみられる。これを韮塊の作薬科金で行  

なったものとして修正すると r㌶…0．082 と：なり，まっ  

たく相関がみられなくなってしまう。図申の番号は稲作  

付付規模の大きい傲に付したものであるが，10aあた  

り稲作所得と作付両横との問にもほとんど相関（ー＝＝  

血0・14弔がみられない。間中で戯家のタイプ別付登の上  

に反収7様以上と6俵以下を示してあるが，これが稲作  

所得に大きく囲係している。   

次に10aあたり戯県費」一作業委託料金と稲作所得率  

についての相関をみると（第2図），r芯000．663のかな  

り商い負の相関がみられる。これまで戯盛栄と作業車託  

料金を加えて扱ってきたのは，その間に商い負の相関が  

10％   一柑  50  ミ）P  （；0  （；5  70  

稲作所拇率（幻  

第2凶10aあたり儀典静」鵬作来賓託料金と稲作所得率の相関  

法）AMC社風の作紫委託料金に剖引がないものとするとrご…0．295となる   
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あり，代替性があるだろうということからであるが，第  

3園は r＝＝叫0．妃2 という商い負の相関を示している。  

ところが回帰線く代替線）からの分散は p タイプの場  

合に大きくなっている。これば導入機械のタイプ，馬力，  

噂人年，中古か新品か等により10aあたり戯県費が作  

付規模との関係において混乱させられていることを示す。  

そして，このことが爽恕調査のなかから作業委紀の経済  

性を明示させない要因でもある。   

そこで，観衆的なをデルを作ってこの問題に接近して  

みよう（第4図）。調姦対象である鵜川原地区はカント  

リーエレベーターが没橙されているので，乾燥調製はど  

の戯家も委託するものとする。また防除も同じく農協に  

委託するものとする。さて，鵜川原地区には農作業受託  

会社AMCがあり，桝起，代かき，潜都 田櫓，刈取・  

脱穀を26，000円（50年）で受託している。これらの作業  

をiヨら行なうと調査鹿家の平均的な淡からみて，15～17  

馬力のトラクター，小型潜笛機，2灸植田植機，2粂刈  

コンバインが必要である。機梯，メーカーにより多少の   

価格差はあるれ これらの投資額は49年価格で221万円  

となり，法定の耐j羽年数による年償却鶴は3之Z，880閏と  

なる。このような小型機械の場合には爽耐用年数もあま  

り変らない。この年償却額を作付両横で除するとD▲の  

ような減価償却費曲線が引ける。DlとAMCの金機械  

作業委託料金（50年）C5。との交点E11が委託と自作の  

分岐点となる。ただし，鹿家は休日・朝夕戯発を行なっ  

ており，すでに虚外就業しているものとして稲作作業労  

働力の機会紫用をゼロとみた吻合である。これを選択的  

拡大作馴こ向けるなど機会栗用を商く兇潰れば見積るほ  

どだ．∫点ば右に移動する，すなわちより大きな作付面緻  

でも委託が有利になることを示す。また先の／j、馳機械の  

セットを2戸共有で持つ場合にはE11点はE∴点へと左  

に移動する。   

4り準に購入した小型機械のセットは少なくとも54年ま  

で利用されるであろうが，その間に賽籠料金は條上りす  

るので，E．1点はE．ヱ点へ移動する。この他Etま点を移  

動させる東園として枚械化セットの大型化りj、塑化，中  

2  

iOaあたij放路潰  

第3固10aあたり作灘凄絶料金と10aあたり戯具蟄の相関   
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水稲作付1称憤  

節4閉 作業賽詑の経済性  

注）小型機械化タイプは17PSのトラクタ州，／j、魂蘭笛椀，2粂植田格機，2粂刈コン  

バインを49年価格（総額221万円，呼吸却覇322，880閏）で購人したものとする  

☆苗場の展開，機瀾の装備を十分することによる爽耐用  

年数の長才駒イヒ等が考えられよう。   

さて，このをデルが意味するものは何であろうか。50  

a以下ではどうみても委託の方が有利であろう。120～  

130a以上は機会敷用の安い労働力があれば自分で機械  

を所有して作業することが有利となろう。50aから120  

aの間（澱も戯家政が多い層である）は共有やゃぉの利  

用や部分的な機械化のエ夫によって機械所有による‡ヨ己  

作栗が作発委託よりも有利となる可能性のあるメ習である。  

AMCの委託作灘料金は周辺の作発料金よりは低めであ  

る7）。その点を差し引いて軋委託の経済性のみからみ  

るかぎり，委託した方が有利と思われるかなりの戯家が  

自ら機械化しているのは明らかであると思われる。  

Ⅴ．鹿家の意向と戯作基受箪詑展開の見通し  

ヨ．盛業経営の将来についての窓向   

今後，受寮託がどの程度増えるかを見過すには，兜に   

みた委託促進的変乱 委託抑制。廃止的要因がどのよう  

に推移するかを客観的に明らかにすることが1つの方法  

である。戯家の虚業経営の将来についての意向を知るこ  

とばもう1つの方法であろう。   

第‖嚢は菰野町戯家の今後の戯莱経常の方針を示した  

ものである。「拡大したい」とするもの13．9％で，蓼一縮小  

又は離農したい」の7．7％をはるかに上まわっている。  

しかし圧倒的多数の78．4％は「現状のままでよい」とし  

ている。地区別の糠徴としては，渾】場数礫が進行中で流  

動的な朝上地区で「拡大したい」が17．0％で町平均より  

多く，また「縮小又は離戯したい」がエ場進出の日立つ  

竹永地区において13．4％と町平均の2倍近くになってい  

る。   

拡大する墟合の方法は借地によるものが49．3％であり，  

土地購入による35・1％をかなり上まわっている（第12  

表）。この数値を53年3月の調査と比較してみると，選  

択肢として並べられた回答が輿なるが，逆髄している   
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箪11泰 今後の腱業経常の方針  

：・・・  ・         、   

；；  ・・、 － －  ‥ －    ・・  千種  

＝．2   

82．5   

3．9   

2．4   

i川I．り  

拡大したい  …  301堅 13．9  13．0 葛 iニう．3  ＝・lI】丁・り  

… 72・5室75・6  

（i，5 圭 3．9  

剰大のままでか、ぎ1・70i  

縮ノ卜したい   l 銅   

－     －－  －－  

｝ 】】ル肌山肌仙血仙… 」 朝一〃叫】…M血両′伽】．．‖〉  
；．Ji王  6．9i：う．6  

訃  l2，i70ト拍＝＝＝胱．Oil（肌0‘iOO．0 ＝削．0  

注）昭利㍍年2胃菰野呵磯協「組合員意向綱査」（アンケ叫卜紳収ブ誉i数2，：う88  

戸）による。  

策12表 経常規模別拡大又は縮小。離戯の方法（57年2月）  

菰野町全体  経  営  規  模  別  比  率  

洲叫肘叫卜川棚   

22】ト 22  

ニ蒜†恵十恵1鳶言恵  ㍍這】ニ丁表音㌫  
200al   
ト…刷＿  
■   r肌肌‾〈〉‘‾一「  

： 

‥・    ・  ・  ・・・  ・－  

tT．l  

土地を捕りて  

土地を貰って  

作発受錐をして  

157 gt6t3 35・ユ  

52 妻 5．4 盲11．6  

3Z・3盲 39・3  

…：…壷】；：…  

9・S巨16・2  

巨 3．9 …  2．9  

】0．0 巨  4．3  

襲作を借りて と 18ll．S ≡ ∠1．0  

大音 小 計   

ぎ（回答数）  

∠l‘18 蔓 46．ん1‡tOO  100．Ol100．0 董100．0100．0 蔓100．0  

（51）い㈲  

仙川”恒－㌣∵㌻－－‘‘－ 26・9董 21・6  

謎㌫      16．5  

（～用）≡（23）  
H血仙川刷′．呈00脚＿叩，  

Z言：‡妄≡3二三  

土地を翳して  

土地をプ己って  ；．．－： こ、  
－・  ・・  ・ ・‥・・  

控埜攣竺  
して星 1きi8 … 20．5‡55．2  

小  劉   359 章 ニi7．2【100．0 蔓蔓100．0  1川し＝ 1川）．11 1川1．1I l一日．tl t川）．11 ＝州．（l  

‡（【煎j答数）  
…〟〟〟〟〟〟〟〟        」        仲】．H】＿…… Ⅳ〔榊〉▲．  

そ の 他  

合   計  

（11）壱（2）  （50）蓼（6づ）l（54）   

注）節】1衣注）に同じ。経営規模別の拝呈1答総数ほ943である。  

と土地売却の実数（それぞれ60，110前後）がほぼ等し  

いのは興味のあることである6   

2．作業受栄紀の滞鎗璃造   

作楽の種潮別にみた受賓紀の希望は第14塞のとねりで  

ある。アンケートの質問は作業委託と作業潤負を山終に  

尊ねているので賓託と受託がそれぞれいくらあるかは明  

示されない。そこで虚業経常の意向とクロスさせてみる  

と「拡大したい」という鹿家の作業受賓託の希望は之Z6  

戸であり，その64．6％が全面作発受委託6）に解答して  

いる。別叫応接営の規模拡大をめぎしている場合には，拡  

大作目の78％が稲作であることもあり，受託と考えてよ  

いであろう。しかし，畜産戯家や茶戯家の場合には先に   

（第13嚢）。すなわち53年の調査では土地購入によるもの  

が過単の56．0％を【：短めていた。それがわずか4年の問に  

3分の1近くに低下し，かわりに借地によるものが過半  

を占めることになった。経常規模別にみると，50a以下  

では借地によるよりも土地隣人による規模拡大がわずか  

に上まわるが，50a以上層になると借地によるものが澄  

も多くなっている。もっとも30a層や50a層の規模拡  

大志向が虚業自立をめぎしたものである場合はむしろ例  

外的であり，生活‡ヨ給虚業や繁盛保持の㌦環としてのも  

のと考えた方が受当であろう。   

鮨／j＼・靡戯の方法ば，作灘賓詑55．2％，貸地29．2％，  

土地売却15．6％である。53年の調査と比べてみて，貸地  
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節13蕊 経営紙大又は縮小・離戯の方法（53年3月）  

～～ン′ 叫′シーンhh＜一 

脚」W  
】「㌫五言嘉 「  発ってもよい  

貸してもよい  

戯協へ貸す  

貸農園にする  

資慮として保有する  

農
業
経
営
を
縮
小
又
 
 

ど
う
す
る
か
 
や
め
た
い
場
各
廠
 
 

農す嘗  
鷹地せ傍目る（小作）  

襲作だけでも借りる  

期l拇をきめて†首りる  

溝鼠耕作をする  

1  

】6 妻 ‘！．5       ぎ  
…岬叫 1】…肌肌…  
359 巨 ユ00．0  はを 蔓  盲汁  蔓 227  

注）帽相場封隼3月「農業意向綱査」（三蔽現農協中央会）菰野町農協亀許による。配布戸数2，S82  

戸（正組冶凝瀾），国昭戸数2，35）9戸，神保率83％である。  

第14嚢 虚業経常の窓向別。作灘種類別黍籠。受託希望鹿家数（菰野町全体）  

・  －             ・   ・    一一  ㌦＼h 舷基経腎桝（1）舷   （3）縮  小  大 …（2）姐伏維持  

比 率け椚ほ  
】  

宕：；「完㌻  

比 率  

55．7   

11．■】  

6．9  

4．9  

9．7  

5．1  

1i∴ミ   

100．0  

比 率旨回答数  ＝一 －、  －‥  

全面作業′受章詑  

緋起▲代かき  

督  苗  

閏  埴  

収  椎  

乾燥・劉生  

146 … 6～i．6 墓 110  

9．3   

2．7   

1．8   

1い、Ii  

35  

22   

l・】   

27  

21   

6   

Ji   

2∠1   

16  7・1巨13  

邑 よ】・0… 13  ・●こ  

ミ∴   ・；  
‥－      ・  

そ  の  他 書  9  
巨  

絆  蔓 226  100．O j  52  巨100．0 喜 350  

注 ユ）第11表 注）に‡司じ。   

2）アンケ…卜の質問は作業番経と作業絹磯牒仁一緒に箪ねているので，段基経常の窓胸とクロスさゼ鳶瀾  

低を用いた¢   

3）53年3月の「偽装意向調査」でほ，全面作磯倭瀾187人，部分作業委詑335人、全紺乍楽受託39人，部  

分作業受紀83人であったか  

委託の減少傾向と単純をこ緒論づけることばできないであ  

ろう。機械の更新き切への対応を示した節15盤をみられた  

い。特定の磯城を，あるいはどの磯城でも買うという戯  

家以上軋l血税械は買わないで聴かにたのむ」という鹿  

家が多く（21．8％）なっているからである。「すでに番  

託している」鹿家を加えると33．3％，581戸となり爽数  

においても53年調査の数倍を上まわるからである。規模  

別にみると，「すでに寮託している」剖合が30％を越え  

るのは30a衆萬腐だけであるが，「磯城を買わないで誰  

かにたのむ」割合が23．2％，18．9％と大尊く増えている。  

これは先のモデル分析でみたのと斉合約な終発を示して  

いる。   

このような賓託・受託の希望が現爽化する1つの衆伸  

ば沼給価格の均衡である。これを昭和53年の戯発意向網  

避の瞥料からみておこう。「戯作菜の賓託を希望する方，   

みたように全面作業賓託している戯家も多く，拡大の方  

法で作発受託と答えているのは52戸にすぎないので，な  

おかなりの分は貴紙を教わすものとみなければならない。  

「現状維持」「縮／j、」「離虚」の場合にはほぼ凄託を六  

すものとみてよいであろう。それらの回答戸数350の  

55．7％が全面作業車託になっている。53年調査と比べた  

大きな変化は，爽数でも比率でも全面作楽受寮託が増加  

し，部分作業受委託が減少している。この間は先に見た  

ように磯城の導入率が嵩浸り，部分作業黍紀壕希望して  

いた鹿家（53年355戸）が，来所宥の機械単勝人して自  

己完結化をはかる層と，すべての機械作業を委託する層  

への分化が進んだものとみられる。   

作索の受寮託を希望する戯家は53年調査の64騨i（内  

賓託希望522戸）から57年飼養の576戸（内委託希望は  

500戸以下であろう）へと減少している。しかしこれを  
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節15義 手持ちの機械が古くなった場合買う磯城ばどれか   

菰 野 町  

・．・・．∴  

経  営  規  模  別  比  率  
＼＼  

穂 野室  ＼＼  

トラクタw  

袴 苗 機  

i一寸 植 機  

コンバイン  

どの機械でも  

機械は買わないで誰  
かにたのむ  

；…‡…塁l…；…  

14．7 蔓  3．6  

20．6 書  2∠1．5  

2．8   

i2．1   

20．6  
｝′〟山】 

三 l ニミl・lミl   

O   

i2．2   

】2．2  

桓適  

15．3 蔓 12．6  

匝讃妻 23．2  ‘‡・7 星 8・2  

芸：；i；；・1  

すでに委託している套 20i  10．6 き  3．S  

そ の 他  

】，7補 事100．0  100・0 垂100・0  
‘】嘲H… 1仙 
22月 巨 339  

100，0 ぎ100．Ol100．0 …100．0  

＝号  ▲川  

注）節＝嚢 注）に同じ。   

委託料金はどれ位を希望しますか」と「戯作業の受託を  

希望される方，受託料金はどれ位なら受託しますか」を  

つき合わせたものが第5図である。図は料金区分ごとの  

恒l答者を宵分比にして対応させてある。全面受蜜託（全  

機械作焚受委託を意味する）を例にとってみると，股肱  

料金区分の1．5～2．0万円で受託するというということば  

その料金静以上で賓託する人の全面委託を引き受けるこ  

とができることを悪辣する。この場合，受委託が形式的  

に均衡する受託希盟者に対する委託希望者の倍率は7．7  

である。股低料金渾で受託してもよいとする鹿家が7．7  

人分の委託を引き受ける能力があるかどうかが，受委託  

の現爽化のためには問題である。アンケート票から放低  

料金滞で受託してもよいとする戯家の特徴をみると，経  

常規模が50a前後で兼業に蕊点をおいている。した  

がって，これら受託希望戯家の受託能力はそれほど大き  

くないとみなければならない。経常規模が1～2llaあり，  

戯来所符が戯外所得を上垣‡り，受託能力が大きいと考え  

られるような受託希望戯家は，盈低から2番軋 3番目  

の料金区分滞に含まれている。   

このことば，中島教授の富発を借りれば9〉，前者（政  

権の料金櫛で受託してもよいとする受託希望者）は作発  

受籠を「限界思考」（固定栗・自作地単独負担脱）で考  

え，後者は「平均思考」（固定費・共同負担貌）で考え  

ていると山応いえそうである。すでに縦続約に作発受託  

をしていたり，作業受託を見越して虚業機械への投資を  

考えているメ削ま後者に含まれ，固定費を作業受託面概に  

も負担させようとするから受籠希望料金も高くなる。   

さて，下から2番目の料金箱で受託しようとする農家  

に均衡する委託希望者の倍率は，常笛の臥8を除くとL2  

～3・1の間にある。この委託希望者の2割から5剤は下  

から3番目の料金符で受託希望している戯家とも料金が  

均衡しうるので，党費籠の現爽化は可能だとみてよいで  

あろう。   

問題となるのは戯低の料金繹で番託希望する人の多い  

乾燥調製，常軌 収穫作業である。とくに乾燥調製，宵  

1野作業は大規模有利性が働きやすい弟；菜であるから，戯  

協や受託組織による大数（組紙）受託が要約されている  

といえよう。   

3．戯作英資婆詑展開の見通し  

1970年代は中小型機械化体系がたいへん普及した10申  

開であった。米価の樽遂にもかかわらず，光来所得に支  

えられて 30～50a の小路常規模層にまで機械が呼人さ  

れるようになった。稲作の機械作業と手作紫が併存する  

磯城の普及過程において，機械を所有しないで機械化の  

メリットを寧受する作業委託が増加してくるのも必然的  

な過程であった。しかしながら，この作楽受賽紀は体系  

的な機械化の普及とともに単調に増加しているわけでは  

ない。委託促進的要因と抑制的東園が複雑にから濠って  

存在しているからである。   

その中ではっ重り傾向として硫みとれるのは，共有や  

萎籠を含めた磯城の利用戯家率は，100％に近づいてい  

くであろうということ，機械化鷹巣に適合的な基盤笈備   
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農作嚢プ）全1甘楽託  

′才  覚．沌  
（10；lあたり）  

5仙7て・l】二】   S仙10千…∨Ⅰ′j   lトi3千ll妻 13．7ヴ姦 （56入†  ミ溺  ：j9．9％（i6：りヽ）   3‘ま．2％（‖甘人）   
をZ．8字姦  8～10千川  27．7％（81人）  21．2％（62入）   ほ千M 以上  郁最  27．∠‡％（8（）人）     ‖．‘（；％   

耕視・代かき作業賓霹【  

′／  受託  

（iOaあたl））  

∠蔓50～500M  
71％（451人）  

紺卜溺卿】  5註1～1；眺  位  

†∵川岬∵  軋2％   

38．8％（8を）入）  25．5％（67人）   551～60岬二J 27．∠l％（72人）   誓罰   

曹 l椚今≡業を詑  

′／  受託  
＝緋ヒ苗1箱あたり）  

gi～5千円  5～け妄Ⅰ壬     lト7  
弓6．3％（2：う3人）  29．8％（150人）   ま5．5ヴ嘉i78入）   千‡ま】   

∠1～5千【二1：J  7千  

15．0学£     23．7％（65入‡   潜端淵    凶  用人）  39．4％（108人）      ＝＋ リ十リ  上ニ ％   ㌢～4千Ⅰ：り  

箋iJ 他作基委託  

・・ ・こJ〔  
（10aあたり）  

10w12刊］ニ】  l2～15千門   
62．i％（348人）  6．8学昌      29．8％（1】7人）   

10～12千閂  ∫i2．5％（11∠l人）  15～i8千閏   †I十∵小 ニー＜‡】屋 アィ5％  26．5％（7ユ人）   23．5％（63人）  

収  楼作艶姿妄沌  

′′   受鍾  
（川；lあたり〉  

乾燥・調製作業委音∈  

′′   受諒已  
（601咽あたl））  

第5園 料金別戯作発受紀希望番数（菰野町・53年）  

注1）昭和53年3月，虚業意向調査による   

Z）受託の料金のアンダーラインは党紀組繊AMCの料金を示す   

3）個々の回答数は作業委託の希望522人（内金南桑籠187），作嚢受託の  

希望122人（内金両党託39人）  

その他の生産力的条件盤備がいっそう進むであろうとい  

うことである。機械の利用鹿家率は1985年センサス時点  

ではほとんど100％に近くなるであろう。その時点から  

の虚業機械の欝要は更新に限られることになる。機械化  

虚業への適応という歴史的に山適性の過程と適応状態を  

どのように維持していくかという過程では戯家の行動様  

式に澄が生じ樺よう。機械化稲作への一次的な適応過程  

では経常あるいは作業受委託のそれなりの展開を食みな  

がらも，どちらかといえば一様義教的…ムラ社会の一棟  

性への強制に促過された仰な機械化ほ己所有・自己利  

用）が50a前後の／j、規模層まで普及した。そして，そ  

れが可能であったのはこれ濠た一過性の経済商度成養に   

よりかなりふくらんでいる  

支えられた兼楽所手酎こよってであった。盛栄椀械を耐久   

消磨財として考え，多少コスト高でもいつでも‡ヨ由に使   

える独立自営のシンボルと考え，かつそれを支える一定   

の盤かさを保持しえる階層もあるだろう。  

しかし，2つの意向飼養でみたように寮籠や共同利用   

への関心は増大している川。とくに100a東胡層の賓詑   

鎗望が増加しているのは，低成凝経済下にあって経済合   

理性がより強く恋歌されるようになったとも省いうるし，   

ムラ社会の山様健から多様性への程度がより進んだとも   

言いうるのではないだろうか。機械の更新期に3分の1   

の鹿家が全作業家紋を希望する状況のもとで受賓託が展   

開するためには受託者の常成が肝贅であり，また企業性，   
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節16義 盛地を貸す場合，どこへたのみますか  

菰 野 町 蔓  地i哀 別 比 率  

比 裏町欄狛閥卜菰野l竹∵永  薫  手  ≠～ 
～㌦～  

投機（戯業役員会）  

戯  協  

AMC等の受託組織  

観類・知人  

44．2蔓 37．5… 39．5  

准でもよい  

紆  

9．1憂 10  

100．Ol100  

－‥  （圃＋答数）  

注）57年2月菰野町農協「羞まi合員蕊向調査」による。  

的条件」『三嚢大学農学部学術報告』第52号，1976  

年，p．89附嘉10衷。  

8）ここで全面作発受委託と呼んでいるものは，緋起。  

代かき，常軌 田植，収穫を一括して覇負うもの  

であり，私が金機械作業受委託と呼んでいるもの  

と同じである。  
9）中島千尋「作薬酒負受託地ば機械の固定蟄を負担  

するか」P虚業経済研究』第53巻，箪1号，1981年。  

中島教授は同定蟄・共同負担脱が当てはまる場合  
の例として，自作地に加えて作業受託を寧作紫に  

よってすでにしており，そこへ虚業機械を購入す  

るかどうかという遜択に怒南した場合をあ軌 そ  
の時，虚家は土地に関する「平均思考」「固定費共  

同負担脱＿】的意思気先をするという。また〔後記〕  

では，戯家が「固定費。共同負担説」的に蕊恩決  

定する具体的な場合として，機械。建物の更新期  

をあげている。確かにそのとおりだと思うが，  

ゴーインダコンサートとしての経常にとっては，  

対象となるどル作発受籠の継続性」（継続の目安とし  

てはさしあたり耐用年数）も一つの指標となるの  

ではないだろうか。継続性があれば機械施設の更  

新期の投資税摸に影響を与えるし，また，受紀の  

安定度（継続性）が商い場合にほ，更新期になら  

ずとも固定費共同負担鋭をとりうると思われる。  
10）53年の虚来意南開憲では，「機械の共同利用方式の  

活用についてどう思うか」に対して大いに必栗と  
思う40．8％，興味を感じる事例を知りたい12，4％，  

更新時に考えたい22．9％，個人でやる方がよい  

23．9％となり（回答総数1248戸），共同利用への‡消  

心が増大している。  

安定性，地域戯薬の指導性といった点からすれば受紀組  

織体の育成もまた蕊賓であろう。受託組織のあるところ  

で作発受賓紀は伸びているし，将来的にはよりいっそう  

腱地袋倍の受け拳になることが期待されているからであ  

る（第16表参照）。  

注   

1）これらの点については，大原興太郎「戯作業および  

経常費委託の進展とその背澄」『鹿林紫問題研究』  
節61尊，1980年，をみられたい。  

2）地底飽薄からÅMCへの寮託は当初数年はぜロに  

等しかったが，圃場蚤傍輩繋が終了した56年には，  

金機械作来賓託103a，桝起・代かき＝触，田格   

178a，収撥421aが委託されるようになっている。  

3）石田正昭「戯家の就栄行勧」㌘三蛮大学戯学部学術  

韓告』1981年，とくに寮の飲薬行動に関する分析   

（pp．91～109）がおもしろい。  

4）たとえば岐阜市の翠例では3分の2が再編対餓の開  

始とともに経常委託を止めている。（大原興太郎「戯  

地流動化対策と水田利用再編補助金の不斉食性に関  
する山考察」『虚業経常研究』第19巻箪2卑，昭利  

56年，pp．5l～52）  

5）同様の受番紀アンケート調査を55年1月武生市白山  

地区で行なった。戯家数141戸，回収戸数113戸のう  

ち，経常・作発委託をしている戯家は45戸でである  

が，その内10声が委託先を変更（変更率22％）して  

いる。  

6）大原興太郎，前掲沓，p．19．  

7）大原興太郎「戯作発受託組織における帝政産の経営  
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